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○

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
一
号
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
）

（
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
）

第
三
十
六
条

法
第
百
一
条
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
十
万
八
千
円
と
す

第
三
十
六
条

法
第
百
一
条
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
十
万
四
千
円
と
す

る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各

る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で
あ
っ
て
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る
医
学
的
管
理
の
下

号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る
医
学
的
管
理
の
下

に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
保
険
者
が
認
め
る
と
き
は
、
四
十
万
八
千
円
に
、

に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
保
険
者
が
認
め
る
と
き
は
、
四
十
万
四
千
円
に
、

第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
被
保
険
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る

第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
被
保
険
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る

費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
保
険
者
が
定
め

費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
保
険
者
が
定
め

る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

船
員
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
四
十
号
）
（
抄
）
（
第
二
号
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
）

（
出
産
育
児
一
時
金
の
金
額
）

第
七
条

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
十
万
八
千
円

第
七
条

法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四
十
万
四
千
円

と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で
あ
つ
て
、
次

と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で
あ
つ
て
、
次

の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る
医
学
的
管
理

の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る
医
学
的
管
理

の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号

の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号

）
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
認
め
る
と

）
に
よ
る
全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
が
認
め
る
と

き
は
、
四
十
万
八
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
被
保
険

き
は
、
四
十
万
四
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
被
保
険

者
又
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準

者
又
は
被
保
険
者
で
あ
つ
た
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準

と
し
て
、
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
協
会
が
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た

と
し
て
、
三
万
円
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
協
会
が
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た

金
額
と
す
る
。

金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
三
年
政
令
第
二
百
七
号
）
（
抄
）
（
第
三
号
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の
額
）

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の
額
）

第
十
一
条
の
三
の
七

法
第
六
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

第
十
一
条
の
三
の
七

法
第
六
十
一
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、

す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、

四
十
万
八
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者

四
十
万
四
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者

で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ

で
あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ

る
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
と
き
は
、
四

る
医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
と
き
は
、
四

十
万
八
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
組
合
員
又
は
そ
の

十
万
四
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
組
合
員
又
は
そ
の

被
扶
養
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を

被
扶
養
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を

超
え
な
い
範
囲
内
で
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

超
え
な
い
範
囲
内
で
財
務
省
令
で
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
四
号
関
係
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の
額
）

（
出
産
費
及
び
家
族
出
産
費
の
額
）

第
二
十
三
条
の
四

法
第
六
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

第
二
十
三
条
の
四

法
第
六
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四

る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
金
額
は
、
四

十
万
八
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で

十
万
四
千
円
と
す
る
。
た
だ
し
、
病
院
、
診
療
所
、
助
産
所
そ
の
他
の
者
で

あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る

あ
つ
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
に
よ
る

医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
と
き
は
、
四
十

医
学
的
管
理
の
下
に
お
け
る
出
産
で
あ
る
と
組
合
が
認
め
た
と
き
は
、
四
十

万
八
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
組
合
員
又
は
そ
の
被

万
四
千
円
に
、
第
一
号
に
規
定
す
る
保
険
契
約
に
関
し
組
合
員
又
は
そ
の
被

扶
養
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を
超

扶
養
者
が
追
加
的
に
必
要
と
な
る
費
用
の
額
を
基
準
と
し
て
、
三
万
円
を
超

え
な
い
範
囲
内
で
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

え
な
い
範
囲
内
で
総
務
省
令
で
定
め
る
金
額
を
加
算
し
た
金
額
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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